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■廃校リニューアル 50 選による活用事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆利活用の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①『小畠
こばたけ

総合
そうごう

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

』
」

 (広島県
ひろしまけん

 神石郡
じんせきぐん

三和町
さんわちょう

) №38 
 

●概要 

用 途：高齢者住居、配食センター、託児所、放課後児童施設 

廃校理由：子どもの減尐 

●建物 

構 造：鉄筋コンクリート造 3階建て 

建築面積：628 ㎡ 

延床面積：1,640 ㎡ 

●財源 

整 備：介護予防拠点整備事業補助金、子育て支援のための拠点整備事業補助金、地方公共団 

体の一般財源 

運営維持管理：地方公共団体の財源、介護予防・生活支援事業補助金、利用料 

●運営主体 

名称：社会福祉法人紅輝会 

形態：社会福祉法人 

●運営状況 

主な利用者：入居利用者、乳幼児、小学生 

利 用 者 数：11,000 人／年（平成 14 年度実績 6,751 人／年） 

●アクセス 

住 所：広島県神石郡三和町小畠 1894 

アクセス：中国バス、福山駅発西廻り、油木（東城）行き 

小畠局前下車徒歩 5分。 

 

◆施設の特徴 

・１階に放課後児童施設、託児所、配食センター、２階に高齢者生活支援施設、３階に娯楽施設等 

を配置した複合施設である。平成 15 年度で、3階に高齢者生活支援施設の増設を行う。 

・高齢者と子供を対象とした施設を併設することにより、世代間の交流が生まれている 

◆運営主体 

社会福祉法人で行っており、運営維持管理は地方公共団体の財源、介護予防・生活支援事業補助、

利用料等で管理している。 
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◆利活用の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②『大杉谷
おおすぎだに

地域
ち い き

総合
そうごう

センター・大杉谷
おおすぎだに

自然
し ぜ ん

学校
がっこう

』 (三重県
み え け ん

・宮川村
みやがわむら

) №26 

 
●概要 

用 途： 大杉谷地域総合センター：デイサービスセンター、大杉谷自然学校：環境教育施設 

廃校理由：児童数の減尐 

●建物 

構 造：鉄筋コンクリート造 2階建て 

建築面積：559 ㎡ 

延床面積：1,002 ㎡ 

●財源 

整 備：自然環境保全活動拠点整備事業（環境省） 

運営維持管理：運営補助金（村）、事業収入 

●運営主体 

名称：大杉いきいきサロン、大杉谷自然学校 

形態：社会福祉協議会、NPO団体 

●運営状況 

主な利用者：行政区外の住民等、行政区内の住民 

利 用 者 数： 3,487 人／年 

●アクセス 

住 所：三重県多気郡宮川村久豆 199 

アクセス：JR 紀勢線三瀬谷駅より村営バス 1時間、大杉谷地域総合センター前下車, 

勢和多気インターチェンジより車で約 1時間 

 

◆施設の特徴 

大杉谷自然学校は、廃校となった小学校を拠点施設として、地域の教育力を利用した環境教育事業

を展開している。その結果、地域の中枢機能を担う旧小学校を中心に、自然学校及び地域住民、都

市住民の協働及び交流機会が増加しており、地域活性化の要因となっている。 

◆運営主体 

特定非営利活動法人と社会福祉協議会で行っている。 

◆会員料その他 

・協力会員（無料）、賛助会員（1口 2,000 円～5,000 円） 

・参加費（参加行事による） 
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◆利活用の様子 

 
③『三代

さんだい

校舎
こうしゃ

ふれあいの里
さと

』 (山梨県
やまなしけん

・須玉町
すたまちょう

) №22 
 

●概要 

用 途：レストラン・宿泊施設・温泉施設・特産品直売・パン販売・農業体験・ほうとう及び蕎麦

づくり・歴史資料館 

廃校理由：過疎化による人口減尐、高齢化による児童数の減尐 

●建物 

構 造：木造・鉄筋コンクリート造 2階建て 

建築面積：2,442 ㎡ 

延床面積：2,953 ㎡ 

●財源 

整 備：町の一般財源、山村振興等農林漁業特別対策事業、中山間地域農村活性化総合整備事

業、県の補助金、民間の資金 

運営維持管理：町の一般財源・施設利用による収益金 

●運営主体 

名称：（株）おいしい学校、須玉町 

形態：第三セクター、地方公共団体 

●運営状況 

主な利用者：行政区内外の住民 

利 用 者 数： 164,100 人／年 

●アクセス 

住 所：山梨県北巨摩郡須玉町下津金 3058 番地 

アクセス：JR 中央線韮崎駅よりバス 50 分、津金農協下車。又は小海線清里駅より車で 20分 

 

◆施設の特徴 

山梨県の指定文化財であり、町の歴史資料館として活用されている「明治校舎」、農業体験施設で

ある「大正校舎」、観光施設である「昭和校舎」が同じ敷地に建てられる珍しい事例である。 

異なる用途の 3施設が同一敷地に立地することにより、相乗効果を生み出し、町の観光拠点となっ

ている。おいしい学校には、宿泊施設（朝食付き）、本格的イタリアンレストラン『ぼのボーノ』、

パン工房、季節のハーブが癒してくれる『香りの湯』、多目的集会施設（和室＆カウンター）『古宮

（ふるみや）』、地元農産物の直売所を備えている。 

◆運営主体の特徴 

・須玉町（地方公共団体） 

・（株）おいしい学校（第三セクター） 

◆会員料その他 

・おいしい学校同好会会員…年会費：北杜市内にお住まいの方 1,000 円、 

市外にお住まいの方 2,000 円 

・体験教室…参加料、材料費 
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◆利活用の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④『京都
きょうと

芸 術
げいじゅつ

センター』 (京都府
き ょ う と ふ

・京都市
き ょ う と し

) №29 
 

●概要 

用 途：芸術振興施設 

廃校理由：都市化による人口減尐 

●建物 

構 造：鉄筋コンクリート造 3階建て一部 4階建て 

建築面積：1,736 ㎡ 

延床面積： 5,209 ㎡ 

●財源 

整 備：京都市の一般財源 

運営維持管理：京都市の一般財源 

●運営主体 

名称：京都市芸術文化協会 

形態： 財団法人 

●運営状況 

主な利用者：市民、芸術家、観光客 

利 用 者 数： 58,100 人／年 

●アクセス 

住 所：京都府京都市中京区室町通蛸薬師下る山伏山町 546-2 

アクセス：地下鉄四条烏丸駅下車徒歩 5分 

 

◆施設の特徴 

芸術家同士また芸術家と市民の交流の場となっている。 

教室を改装した制作室を若い芸術家に開放するなど、様々な自主事業を展開している。 

メディアを用いた芸術文化に関する情報の収集と発信等により、地域住民と都民住民の交流に成功

している。 

◆運営主体の特徴 

財団法人の京都市芸術文化協会が行っている。 

◆体験学習・遊びの体験料の一例 (1 名の体験料) 

・ダンスワークショップ…2時間 500円 

・日本舞踊体験教室…2時間 500 円 

 



廃校リニューアル 50選による活用事例 【別紙 7】 2010 年 7 月 20 日 

 

5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆利活用の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤『京都市
き ょ う と し

学校
がっこう

歴史
れ き し

博物館
はくぶつかん

』 (京都府
き ょ う と ふ

・京都市
き ょ う と し

) №28 
 

●概要 

用 途： 博物館 

廃校理由：都市化による人口減尐 

●建物 

構 造：鉄筋コンクリート造 3階建て 

建築面積： 1,297 ㎡ 

延床面積： 1,776 ㎡ 

●財源 

整 備：地方公共団体の一般財源 

運営維持管理： 地方公共団体の一般財源 

●運営主体 

名称：京都市生涯学習振興財団 

形態：財団法人 

●運営状況 

主な利用者：市民・観光客 

利 用 者 数： 11,800 人／年（13 年度実績） 

●アクセス 

住 所：京都府京都市下京区御幸町通仏光寺下ル橘町 437 

アクセス：阪急電車河原町駅下車、徒歩 5分 

 

◆施設の特徴 

自治組織の学区単位に学校が開設され、現在に至っているという歴史的な経緯を踏まえ、123 年の

歴史を誇る本施設を学校博物館として活用している。京都の教育の歴史と、学校創設・経営に尽く

された人々の情熱を数多くの学校文化財（美術工芸品）や歴史資料によって伝える全国に例をみな

い施設である。 

◆運営主体の特徴 

財団法人の京都市生涯学習振興財団が行っている。 

◆入館料・体験料の一例 (1 名の体験料) 

・入館料…大人 200円 小人／100 円（団体／大人 160 円 小人 80 円） 

・日本画運筆教室…参加費 5,000 円（5 回分）・材料費 1,500 円（団扇・美濃紙・色紙等） 
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◆利活用の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥『篠山
ささやま

チルドレンズミュージアム』 (兵庫県
ひょうごけん

・篠山市
さ さ や ま し

) №33 
 

●概要 

用 途：体験型子ども博物館 

廃校理由：中学校統廃合に伴う施設移転 

●建物 

構 造：木造 1 階建て 

建築面積：3,227 ㎡ 

延床面積：3,057 ㎡ 

●財源 

整 備：合併特例債、一般財源 

運営維持管理：入館料、施設利用料 

●運営主体 

名称：篠山市 

形態：地方公共団体 

●運営状況 

主な利用者：保育園、幼稚園、小学校、子供会 

利 用 者 数：67,000 人／年 

●アクセス 

住 所：兵庫県篠山市小田中 572 

アクセス：JR 福知山線篠山口駅より神姫バス（篠山営業所行き：22 分、320 円） 

篠山営業所乗り換え 

 

◆施設の特徴 

過疎化による統廃合でありながら、チルドレンズ・ミュージアムという新しい施設整備に積極的に

取り組み、周辺の都市部から多くの利用を得ている。 

市外からの人材が持つ専門性と地域住民の協力が融合し、大きな成功を収めている。 

市町村合併の特例債を活用し、新市の新たな観光振興に結びつけている。 

◆運営主体の特徴 

地方公共団体である篠山市が行っている。 

◆入館料・体験料の一例 (1 名の体験料) 

・入館料…大人 600円、小人 400 円、幼児 150円 

・食の体験教室…1時間 30 分 500 円 
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◆利活用の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦『としょかん文庫
ぶ ん こ

やさん・門司港
も じ こ う

アート村
むら

』 (福岡県
ふくおかけん

・北九州市
きたきゅうしゅうし

) №45 
 

●概要 

用 途：としょかん文庫やさん：文庫本の閲覧及び貸出並びに文庫本に関する事業 

     門司港アート村：芸術家のアトリエ 

廃校理由：学校規模の適正化と教育効果の向上 

●建物 

構 ：鉄筋コンクリート造 3階建て 

建築面積：573.22 ㎡ 

延床面積：1,696 ㎡ 

●財源 

整 備：なし 

運営維持管理：としょかん文庫やさん：寄付、寄贈、サポーターの応援のもとでの活動 

門司港アート村：市の一般財源、民間団体負担金、施設利用等 

●運営主体 

名称：としょかん文庫やさん：特定非営利活動法人としょかん文庫やさん 

門司港アート村：門司港アート村実行委員会 

形態： としょかん文庫やさん：NPO 法人、門司港アート村：民間団体 

●運営状況 

主な利用者：としょかん文庫やさん：地域住民、インターネットによる利用、門司港アート村：芸術

家 

利 用 者 数：45,700 人/年 

●アクセス 

住 所：福岡県北九州市門司区庄司町 19 番 1号 

アクセス：JR 鹿児島本線門司港駅より徒歩 30分、車 7分九州自動車道門司 IC より約 8分 

 

◆施設の特徴 

校舎の 1 棟を NPO 法人の「としょかん文庫やさん」として、体育館が入っている 1棟を「門司港ア

ート村」として整備されている。 

明治以来日本で出版されたすべての文庫本を集めるという事業が文化の保存と振興に寄与すると

ともに、門司港地区の観光地としての回遊性の向上にも役立っている。 

◆運営主体 

としょかん文庫やさんは NPO法人、門司港アート村は民間団体で運営している。 
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◆利活用の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧『そぶら★貝塚
かいづか

 ほの字
じ

の里
さと

』 (大阪府
お お さ か ふ

・貝塚市
か い づ か し

) №30 
 

●概要 

用 途：林業、農業体験施設、研修、交流施設 

廃校理由：居住者の年齢構成による児童数の減尐 

●建物 

構 造：木造 2階建て 

建築面積：1,934 ㎡ 

延床面積：2,101 ㎡ 

●財源 

整 備：市一般財源、国庫補助金(林業構造改善事業) 

運営維持管理：施設利用料 

●運営主体 

名称：農事組合法人 ほの字の里 

形態：農事組合法人 

●運営状況 

主な利用者：行政区内外の住民 

利 用 者 数：167,600 人/年 

●アクセス 

住 所：大阪府貝塚市蕎原 2114 番地 

アクセス：南海本線貝塚駅より車で 25分 

 

◆施設の特徴 

効能豊かな天然温泉や宿泊施設、木工室やスポーツ施設まで揃っているリゾート施設。木工室では、

本格的な木工設備を使い、専門指導員とともに本立てやコースターが造れる体験コースもあるほ

か、昔ながらの手法で炭窯での炭焼き体験ができるなど、体験型の施設になっている。懐石料理や

バーべキューが楽しめるレストランや、ミニパットゴルフ、研修室も備えており、家族やグループ

で楽しめる。 

◆運営主体 

農事組合法人が行っており、運営維持管理は施設利用料で管理している。 
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◆利活用の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨『野崎
の ざ き

島
じま

自然学
し ぜ ん が く

塾
じゅく

村
むら

』 (長崎県
ながさきけん

・小値賀町
お ぢ か ち ょ う

) №47 
 

●概要 

用 途：体験型宿泊施設 

廃校理由：過疎化による人口減尐 

●建物 

構 造：木造地上 1階建て 

建築面積：1,046 ㎡ 

延床面積：1,046 ㎡ 

●財源 

整 備：長崎県補助金及び町の一般財源 

運営維持管理：利用料及び町の一般財源 

●運営主体 

名称：小値賀町水産商工課 

形態：地方公共団体 

●運営状況 

主な利用者：行政区域内外の住民 

利 用 者 数：1,900 人／年 

●アクセス 

住 所：長崎県北松浦郡小値賀町野崎郷 664番地 

アクセス：野崎島自然学塾村は小値賀空港（長崎又は福岡経由）の東海上 5km に有り港まで車 5分、

笛吹港より船 45 分で野崎、下船徒歩 15 分 （野崎に車はありません） 

 

◆施設の特徴 

自然学塾村は、自然体験活動を行っている団体「ながさき・島の自然学校」の活動拠点で、春・夏

の子ども自然王国やおぢか国際音楽祭などの主要イベントの主会場として利用されている。 

◆運営主体の特徴 

地方公共団体の小値賀町水産商工課で行っている。 

◆入村料その他 

・入村料：一般（含高校生）1人 300円、それ以外 150 円 

・宿泊料：宿泊棟…一般（含高校生）1 人 1泊 1,500 円、それ以外 750円 

夏場の常設テント…一般（含高校生）1人 1泊 1,200 円、それ以外 600円 

持込テント…一般（含高校生）1人 1泊 1,000 円、それ以外 500 円 
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◆利活用の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩多世代
た せ だ い

交 流
こうりゅう

施設
し せ つ

『山鳩館
やまばとかん

』 (秋田県
あ き た け ん

・西木村
に し き む ら

) №8 
 

●概要 

用 途：高齢者生きがいデイサービス、デイケア事業、保育事業、多世代交流事業 

廃校理由：過疎化、尐子化に伴う人口減尐 

●建物 

構 造：鉄筋コンクリート造 2階建て 

建築面積：1,403 ㎡ 

延床面積：1,702 ㎡ 

●財源 

整 備：村の一般財源、国庫補助金(多世代交流施設整備事業) 

運営維持管理：村の一般財源、利用料 

●運営主体 

名称：西木村社会福祉協議会 

形態：社会福祉法人 

●運営状況 

主な利用者：村民、保育園児 

利 用 者 数：2,200/年 

●アクセス 

住 所：秋田県仙北郡西木村上檜木内字大森 37 番地 

アクセス：秋田新幹線角館駅より秋田内陸縦貫鉄道上桧木内下車、徒歩 10 分、または角館より車 30 

     分 

 

◆施設の特徴 

高齢者が利用する施設と保育園を併設することにより、世代間交流を促進することを目的とする施

設。 

◆運営主体 

社会福祉法人で行っており、財源整備は、村の一般財源、国庫補助金、運営維持管理は村の一般財

源と利用料で管理している。 
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◆利活用の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑪中 央 町
ちゅうおうまち

福祉
ふ く し

保健
ほ け ん

センター
せ ん た ー

『湯
ゆ

の香
か

苑
えん

』 (熊本県
くまもとけん

・中 央 町
ちゅうおうまち

) №48 
 

●概要 

用 途：デイサービス、介護支援、各種検診等の保健事業のほか、交流施設としての利用 

廃校理由：過疎化に伴う児童数の減尐 

●建物 

構 造：鉄筋コンクリート造 2階建て 

建築面積：1,658 ㎡ 

延床面積：3,377 ㎡ 

●財源 

整 備：厚生労働省補助金、社会福祉施設整備事業債 

運営維持管理：介護予防、生活支援事業補助金、一般財源 

●運営主体 

名称：中央町社会福祉協議会 

形態：社会福祉法人、地方公共団体 

●運営状況 

主な利用者：行政区内の住民 

利 用 者 数：11,000 人/年 

●アクセス 

住 所：熊本県下益城郡中央町大字佐俣 338 

アクセス：JR 鹿児島線松橋駅より車 20 分 

 

◆施設の特徴 

デイサービスセンター、高齢者生活福祉センター、在宅介護支援センター、ヘルパーステーション、 

地域交流スペース、保健施設部門などがあり、高齢者だけでなく、子育て支援事業も行っているな

ど幅広い世代のコミュニティ空間の場となっている。 

◆運営主体 

社会福祉法人、地方公共団体が行っており、運営維持管理は介護予防、生活支援事業補助金、一般

財源をなっている。 
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◆利活用の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑫『さんさん館
かん

』 (宮城県
み や ぎ け ん

・志津川町
し づ がわ ちょ う

) №5 
 

●概要 

用 途：滞在型宿泊施設(地域農産物等活用型総合交流促進施設) 

廃校理由：尐子化に伴う児童生徒数の減尐 

●建物 

構 造：木造 2階建て 

建築面積：433 ㎡ 

延床面積：800 ㎡ 

●財源 

整 備：補助金、山村振興等農林漁業特別対策事業(農水省、宮城県、志津川町、自主財源) 

運営維持管理：民間事業者の自主財源 

●運営主体 

名称：旧林際小学校運営事業組合 

形態：民間事業者 

●運営状況 

主な利用者：県内外からの団体客及び個人旅行者 

利 用 者 数：7,500 人/年 

●アクセス 

住 所：宮城県本気値郡志津川町入谷字山の神平 10-1 

アクセス：JR 石巻、気仙沼線志津川駅より車で 10分 

 

◆施設の特徴 

木造校舎をグリーン・ツーリヅム体験と体験学習の拠点とし、教室が宿泊施設や研修室に利活用さ

れるなど、農業、林業、漁業の体験学習が充実している交流施設である。 

◆運営主体 

民間事業者が行っており、運営維持管理は、民間事業者の自主財源で行っている。 

◆体験学習・遊びの体験料の一例 (1 名の体験料) 

・農業体験…苗代まき ２時間 1575 円 

・陶芸体験…2時間 2625 円 
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◆利活用の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑬『豊橋市
と よ は し し

神田
か ん だ

ふれあいセンター』 (愛知県
あ い ち け ん

・設楽町
しだらちょう

) №25 
 

●概要 

用 途：豊橋市野外活動、校外活動施設 

廃校理由：過疎化に伴う児童数減尐 

●建物 

構 造：木造 2階建て 

建築面積：675 ㎡ 

延床面積：1,070 ㎡ 

●財源 

整 備：地方公共団体の一般財源 

運営維持管理：地方公共団体からの交付金 

●運営主体 

名称：神田ふれあいセンター管理委員会 

形態：地元行政区 

●運営状況 

主な利用者：子ども会、青尐年団体、地区老人クラブ等 

利 用 者 数：3,700 人／年 

●アクセス 

住 所：愛知県北設楽郡設楽町大字神田字杉ノ根 19番地 

アクセス：JR 飯田線本長篠駅より町営バス 50分、田口下車後車。 

 

◆施設の特徴 

廃校を当時のまま、市内児童の屋外学習の場、市部と地元の交流の場、地元高齢者の憩いの場とし

て有効活用した事例であり、利用者の評価も高い。今では見られなくなった木造校舎を懐かしみ、

都市部からの利用者も多い。野外体験学習等にも多く利用されている。 

◆運営主体 

地元行政区の神田ふれあいセンター管理委員会で行っている。 
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◆利活用の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑭『もりや学
まな

びの里
さと

』 (茨城県
いばらきけん

・守谷市
も り や し

) №13 
 

●概要 

用 途：社会教育施設 

廃校理由：別敷地移転 

●建物 

構 造：鉄筋コンクリート造 2階建て 

建築面積：1,207 ㎡ 

延床面積：3,367 ㎡ 

●財源 

整 備：守谷市一般財源 

運営維持管理：守谷市一般財源 

●運営主体 

名称：守谷市 

形態：地方公共団体 

●運営状況 

主な利用者：市内の在住及び在勤在学者 

利 用 者 数：32,500 人／年 

●アクセス 

住 所：茨城県守谷市板戸井 2418 

アクセス：JR 常磐線取手駅より関東鉄道常総線新守谷駅下車、車で 5分 

 

◆施設の特徴 

アーカスプロジェクトと称する、世界各国からアーティストを招き、本施設で創作活動を行う、ア

ートを中心とした事業を推進している。 

バーベキュー施設、運動広場（キャンプサイト）、体育館等の施設を備えていることで青尐年関係

や地域グループの親睦会、レクリエーション等の多様な利用ができる。 

◆運営主体の特徴 

地方公共団体が行っている。 

◆使用料その他 

・体育館、調理実習室…1時間当たり使用料 150 円 

・和室 2、和室 3、創作工芸室（陶芸窯 1回 1,700 円）、音楽活動室…1時間当たり使用料 100 円 

・和室 1、講座研修室 1、講座研修室 2、野外キャンプ施設…1時間当たり使用料 50 円 
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◆利活用の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑮『ケアコミュニティ原 宿
はらじゅく

の丘
おか

』 (東京都
とうきょうと

・渋谷区
し ぶ や く

) №17 
 

●概要 

用 途：老人介護支援センタ-・コミュニティ施設 

廃校理由：都市化による人口減尐 

●建物 

構 造：鉄筋コンクリート   地上３階建て 

建築面積：1,102 ㎡ 

延床面積：3,592 ㎡ 

●財源 

整 備：区の一般財源および老人福祉施設等施設整備費補助金 

運営維持管理：区の一般財源 

●運営主体 

名称：渋谷区サービス公社 

形態：委託 

●運営状況 

主な利用者：行政区内の住民 

利 用 者 数：23,561 人／年 

●アクセス 

住 所：東京都渋谷区神宮前 3-12-8 

アクセス：地下鉄銀座線外苑前駅より徒歩 7分 

 

◆施設の特徴 

・周辺は古くからある下町風の住宅街であるが、住民からの強い要望で、もともとの学校の外観を極

力残すよう配慮している。 

・屋上のプールをビオトープとして活用しているのがユニークである。 

◆運営主体の特徴 

渋谷区サービス公社が委託で行っている。 

◆使用料その他 

・レクリエーションホール…9:00～12:00-3,000 円、13:00～17:00-5,000 円、 

18:00～21:00-5,000 円 

・会議室･クラブ室･音楽室…9:00～12:00-900 円、13:00～17:00-1,600 円、18:00～21:00-1,600 円 

・広場                 …9:00～12:00-1,200 円、13:00～17:00-1,600 円 
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◆利活用の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑯『上田
う え だ

コミュニティ防災
ぼうさい

センター』 (山形県
やまがたけん

・酒田市
さ か た し

) №11 
 

●概要 

用 途：社会教育施設 

廃校理由：地区の高齢化による児童数の減尐 

●建物 

構 造：鉄骨造（体育館とも）1階建て 

建築面積：1,230（636）㎡（かっこ内体育館   内数） 

延床面積：1,207 （636）㎡（かっこ内体育館   内数） 

●財源 

整 備：地方公共団体の一般財源、起債 

運営維持管理：地方公共団体の一般財源、起債 

●運営主体 

名称：酒田市 

形態：地方公共団体 

●運営状況 

主な利用者：旧学区の住民 

利 用 者 数：18,700 人／年 

●アクセス 

住 所：山形県酒田市大字上野曽根字上中割 49 

アクセス：JR 白新・羽越本線酒田駅よりバス（庄内交通バス）上曽根下車 

 

◆施設の特徴 

・学校の施設として残っているものは体育館のみであるが、併設して防災センターを新築したことに

より、小学校の課外学習にも活用されている。 

・当施設は、太陽光発電システムや、雨水利用システム等のエコロジーシステムを採用して、”環境

にやさしい施設”をめざした設計になっているのが大きな特徴である。 

◆運営主体の特徴 

地方公共団体で行っている。 
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◆利活用の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑰『加茂
か も

青
あお

砂
さ

ふるさと学 習
がくしゅう

施設
し せ つ

』 (秋田県
あ き た け ん

・男鹿市
お が し

) №7 
 

●概要 

用 途：国登録有形文化財 

廃校理由：過疎化により児童数の減尐 

●建物 

構 造：木造地上階建て 

建築面積：519 ㎡ 

延床面積：735 ㎡ 

●財源 

整 備：市の一般財源 

運営維持管理：市の一般財源 

●運営主体 

名称：男鹿市教育委員会生涯学習課 

形態：地方公共団体 

●運営状況 

主な利用者：市民 

利 用 者 数：400 人／年 

●アクセス 

住 所：秋田県男鹿市戸賀加茂青砂字山道添 38 番地 

アクセス：JR 男鹿線男鹿駅より車（約 40 分）又は路線バス（約 1 時間 20 分）加茂青砂下車徒歩 1

分 

 

◆施設の特徴 

学校の教室・廊下は閉校となった当時のまま残してあり来訪者に癒しを与える。 

用者は夏季に集中するためそれほど多くはないが、地元の人やクラフト作家の方がボランティアを

行うなど多くの協力体制が整っている。 

地域に根ざした施設として非常に大切に思われていることが伝わる建物である。 

◆運営主体の特徴 

男鹿市教育委員会生涯学習課（地方公共団体） 


